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審  査  の  要  旨 
 
 自然体験のヒトへの効果については、森林や河川、里山等、多くの研究が報告されているが、土壌観察が与
えるヒトへの効果についてはほとんど研究例がない。そこで、本研究は、土壌観察したときに、観察者の生理
的影響、心理的影響を明らかにするために、血圧、心拍変動、脳波、唾液アミラーゼ活性等の生理的作用の測
定、また、VAS試験等の心理的作用の測定を行い、土壌観察が及ぼすヒトへの効果を検証した。 
 研究の結果、土壌観察により、気分の好転が確認され、リラックス効果が期待できることが明らかとなった。
そのことにより、土壌観察の癒し効果、リラクセーション効果が期待された。 
 本研究は、土壌観察が従来言われている環境教育的重要性だけでなく、土壌のもつ予防医学的重要性につい
ても明らかにしており、土壌のヒトへの心理学的効果、生理学的効果を解明する分野の先駆けとして位置づけ
られる。土壌のもつ癒し効果という、今まで漠然としていた土壌の機能を科学的に解明したことが本研究のオ
リジナリティであると思われた。以上のことより、本研究は、わが国の土壌学の新たな分野の創出に対して、
大きく貢献する研究であると判断された。 
 平成26年1月17日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
